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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記〔化１〕の一般式（Ｉ）で表されるヒンダードアミン化合物を含有する自動車外装
用熱硬化性合成樹脂塗料組成物（但し、フォトクロミック感光性材料からなる自動車外装
用熱硬化性合成樹脂塗料組成物を除く）であり、
　上記ヒンダードアミン化合物の含有量は、熱硬化性合成樹脂１００重量部に対し、０．
０１～１０重量部であり、
　該熱硬化性合成樹脂の含有量は、自動車外装用熱硬化性合成樹脂塗料組成物の不揮発分
１００重量部中、３０重量部以上であり、
　該熱硬化性合成樹脂は、アクリル樹脂、アルキド樹脂又はポリエステル樹脂であること
を特徴とする自動車外装用熱硬化性合成樹脂塗料組成物。
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【化１】

【請求項２】
　上記ヒンダードアミン化合物が、下記〔化２〕で表される化合物であることを特徴とす
る請求項１記載の熱硬化性合成樹脂塗料組成物。

【化２】

【請求項３】
　ベンゾトリアゾール系またはトリアジン系紫外線吸収剤を含有することを特徴とする請
求項１または２記載の熱硬化性合成樹脂塗料組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、熱硬化性合成樹脂塗料組成物に関し、詳しくは、特定のヒンダードアミン化合
物を使用することを特徴とする熱硬化性合成樹脂塗料組成物に関するものである。
【０００２】
【従来の技術及び発明が解決しようとする課題】
従来より、自動車外装用塗料等のように屋外で使用される塗料は、耐薬品性、耐溶剤性、
物理性的性能等の一般的性能に加え、長期の耐候性が必要とされている。特に近年の省資
源の社会的要請ともあいまって耐候性に対する要求は更に高度なものになっており、例え
ば、乗用車の場合には数年以上の塗膜保障が必要とされるようになってきた。
【０００３】
塗膜を形成する塗料中の高分子化合物は、光の作用により劣化し、ワレの発生や、光沢の
低下および変色を生じ、塗膜の外観を著しく損なう。また、２コート１ベーク仕上げの塗
膜においてはベースコート層とトップコート層との間で層間剥離が生ずる場合もある。
【０００４】
上記の塗料の欠点を解決するために、光安定剤として各種の紫外線吸収剤が用いられてい
る。しかしながら、これらの紫外線吸収剤は充分に満足しうるものではない。例えば、ベ
ンゾトリアゾール系紫外線吸収剤は、比較的良好な紫外線吸収能を有しているが、抽出さ
れやすいのが難点であった。
【０００５】
ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤の抽出を防止するために、反応性基を有するベンゾト
リアゾール系紫外線吸収剤を使用し、塗料の固形成分に結合することでその抽出を抑制す
ることが提案されている。例えば、特開昭６０－３８４１１号公報には、ベンゾトリアゾ
ール系紫外線吸収剤の（メタ）アクリル酸エステルからなる重合体が提案され、特開昭６
３－２０５３３４号公報には、ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤の（メタ）アクリル酸
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エステルを熱硬化性樹脂塗料用安定剤として使用することが提案されているが、これらの
方法では紫外線吸収剤の抽出は抑制されるが、安定化効果が不十分であり、実用上未だ満
足できるものではない。
【０００６】
また、ヒンダードアミン化合物を熱硬化性合成樹脂塗料の光安定剤として使用することも
提案されており、例えば、特開昭５４－１０８８２７号公報には、焼付けメタリックラッ
カー用安定剤として２，２，６，６－テトラメチルピペリジン化合物が提案され、特開昭
５５－３４９８号公報及び特開昭５７－１０８１７１号公報には、Ｎ－置換２，２，６，
６－テトラメチルピペリジン化合物を使用して酸触媒添加型焼付けラッカーを安定化する
方法が提案され、特開昭５５－１１２２７８号公報には、テトラアルキルピペリジン化合
物および紫外線吸収剤を用いて二層ユニラッカーコーティングを安定化する方法が提案さ
れ、またこれらのヒンダードアミン化合物とともに、ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤
を併用することも提案されているが、安定化効果が不十分であり、実用上未だ満足できる
ものではない。
【０００７】
従って、本発明の目的は、耐光性を著しく改善した熱硬化性合成樹脂塗料組成物を提供す
ることにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明者等は、鋭意検討を重ねた結果、特定のヒンダードアミン化合物を添加した熱硬化
性合成樹脂塗料組成物が、上記目的を達成しうることを知見した。
【０００９】
　本発明は、上記知見に基づきなされたもので、下記〔化３〕（前記〔化１〕と同じ）の
一般式（Ｉ）で表されるヒンダードアミン化合物を含有する自動車外装用熱硬化性合成樹
脂塗料組成物（但し、フォトクロミック感光性材料からなる自動車外装用熱硬化性合成樹
脂塗料組成物を除く）であり、上記ヒンダードアミン化合物の含有量は、熱硬化性合成樹
脂１００重量部に対し、０．０１～１０重量部であり、該熱硬化性合成樹脂の含有量は、
自動車外装用熱硬化性合成樹脂塗料組成物の不揮発分１００重量部中、３０重量部以上で
あり、該熱硬化性合成樹脂は、アクリル樹脂、アルキド樹脂又はポリエステル樹脂である
ことを特徴とする自動車外装用熱硬化性合成樹脂塗料組成物を提供するものである。
【００１０】
【化３】

【００１１】
【発明が実施の形態】
　以下、本発明の自動車外装用熱硬化性合成樹脂塗料組成物（以下、本発明の熱硬化性合
成樹脂塗料組成物という）について詳述する。
【００１２】
本発明の熱硬化性合成樹脂塗料組成物に使用される上記一般式（Ｉ）で表されるヒンダー
ドアミン化合物において、R1で表される炭素原子数１～１８のアルキル基としては、メチ
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ル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル、第二ブチル、第三ブチル、
アミル、イソアミル、第二アミル、第三アミル、ヘキシル、イソヘキシル、第三ヘキシル
、ヘプチル、オクチル、２－エチルヘキシル、第三オクチル、ノニル、デシル、イソデシ
ル、ウンデシル、ドデシル、トリデシル、テトラデシル、ペンタデシル、ヘキサデシル、
ヘプタデシル、オクタデシルなどの基があげられる。
【００１３】
従って、上記一般式（Ｉ）で表されるヒンダードアミン化合物としては、例えば、下記〔
化４〕～〔化６〕に示す化合物１～３などがあげられ、特に化合物１が、優れた耐光性を
付与する上で好ましい。
【００１４】
【化４】

【００１５】
【化５】

【００１６】
【化６】

【００１７】
　上記ヒンダードアミン化合物の含有量は、熱硬化性合成樹脂１００重量部に対し、０．
０１～１０重量部、好ましくは０．０５～５重量部であり、０．０１重量部未満ではその
安定化効果が充分に得られず、１０重量部を超えて使用しても無駄であるばかりでなく、
むしろ塗膜物性に悪影響を及ぼすおそれがあり好ましくない。
【００１８】
　本発明の熱硬化性合成樹脂塗料組成物に使用される熱硬化性合成樹脂としては、アクリ
ル樹脂、アルキッド樹脂及びポリエステル樹脂が挙げられ、これらは場合によりメラミン
／ホルムアルデヒド樹脂、エポキシ樹脂あるいはポリイソシアネートで変性されていても
よい。
【００１９】
　上記熱硬化性合成樹脂の含有量は、熱硬化性合成樹脂塗料組成物（不揮発分）１００重
量部中、３０重量部以上である。尚、「不揮発分」とあるのは、本発明の熱硬化性合成樹
脂塗料組成物が溶剤タイプのような、溶剤等の揮発分を含む場合には、該揮発分を除く趣
旨である。
【００２０】
本発明の熱硬化性合成樹脂塗料組成物には、上記一般式（Ｉ）で表されるヒンダードアミ
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ン化合物ともに、その他のヒンダードアミン化合物を使用することができ、例えば、２，
２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジルステアレート、１，２，２，６，６－ペンタ
メチル－４－ピペリジルステアレート、２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル
ベンゾエート、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビ
ス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）セバケート、テトラキス（２
，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボ
キシレート、テトラキス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）－１，
２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル
－４－ピペリジル）・ジ（トリデシル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレー
ト、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）・ジ（トリデシル）－１，
２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、３，９－ビス〔１，１－ジメチル－２（（
３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）プロピオニルオキシ）エチル〕
－２，４，８，１０－テトラスピロ〔５．５〕ウンデカン、ビス（１，２，２，６，６－
ペンタメチル－４－ピペリジル）－２－ブチル－２－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒド
ロキシベンジル）マロネート、１－（２－ヒドロキシエチル）－２，２，６，６－テトラ
メチル－４－ピペリジノール／コハク酸ジエチル重縮合物、１，６－ビス（２，２，６，
６－テトラメチル－４－ピペリジルアミノ）ヘキサン／ジブロモエタン重縮合物、１，６
－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジルアミノ）ヘキサン／２，４－ジ
クロロ－６－第三オクチルアミノ－ｓ－トリアジン重縮合物、１，６－ビス（２，２，６
，６－テトラメチル－４－ピペリジルアミノ）ヘキサン／２，４－ジクロロ－６－モルホ
リノ－ｓ－トリアジン重縮合物、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－アミノプロピル）エチレンジアミ
ン・２，４－ビス〔Ｎブチル－Ｎ－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジ
ル）アミノ〕－６－クロロ－１，３，５－トリアジン縮合物、２，２，６，６－テトラメ
チル－４－ピペリジルメタクリレート、１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリ
ジルメタクリレート、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）マレート
、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）フマレート、ビス（２，２，
６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）イタコネート、１，３，７－トリアザ－６，６
，７，８，８－ペンタメチル－３－エポキシプロピルスピロ〔４．５〕デカン－２，４－
ジオンなどのヒンダードアミン化合物、その酸付加物および金属化合物との錯体などがあ
げられる。
【００２１】
また、本発明の熱硬化性合成樹脂塗料組成物に紫外線吸収剤を併用することでより優れた
耐光性を提供することができ、例えば、２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒド
ロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－オクトキシベンゾフェノン
、５，５’－メチレンビス（２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン）などの２－
ヒドロキシベンゾフェノン類；２－（２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）ベンゾトリ
アゾール、２－（２－ヒドロキシ－５－第三オクチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２
－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ第三ブチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール
、２－（２－ヒドロキシ－３－第三ブチル－５－メチルフェニル）－５－クロロベンゾト
リアゾール、２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジクミルフェニル）ベンゾトリアゾール、
２，２’－メチレンビス（４－第三オクチル－６－ベンゾトリアゾリルフェノール）、２
－（２－ヒドロキシ－３－第三ブチル－５－カルボキシフェニル）ベンゾトリアゾールの
ポリエチレングリコールエステル、２－〔２－ヒドロキシ－３－（２－アクリロイルオキ
シエチル）－５－メチルフェニル〕ベンゾトリアゾール、２－〔２－ヒドロキシ－３－（
２－メタクリロイルオキシエチル）－５－第三ブチルフェニル〕ベンゾトリアゾール、２
－〔２－ヒドロキシ－３－（２－メタクリロイルオキシエチル）－５－第三オクチルフェ
ニル〕ベンゾトリアゾール、２－〔２－ヒドロキシ－３－（２－メタクリロイルオキシエ
チル）－５－第三ブチルフェニル〕－５－クロロベンゾトリアゾール、２－〔２－ヒドロ
キシ－５－（２－メタクリロイルオキシエチル）フェニル〕ベンゾトリアゾール、２－〔
２－ヒドロキシ－３－第三ブチル－５－（２－メタクリロイルオキシエチル）フェニル〕
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ベンゾトリアゾール、２－〔２－ヒドロキシ－３－第三アミル－５－（２－メタクリロイ
ルオキシエチル）フェニル〕ベンゾトリアゾール、２－〔２－ヒドロキシ－３－第三ブチ
ル－５－（３－メタクリロイルオキシプロピル）フェニル〕－５－クロロベンゾトリアゾ
ール、２－〔２－ヒドロキシ－４－（２－メタクリロイルオキシメチル）フェニル〕ベン
ゾトリアゾール、２－〔２－ヒドロキシ－４－（３－メタクリロイルオキシ－２－ヒドロ
キシプロピル）フェニル〕ベンゾトリアゾール、２－〔２－ヒドロキシ－４－（３－メタ
クリロイルオキシプロピル）フェニル〕ベンゾトリアゾールなどの２－（２－ヒドロキシ
フェニル）ベンゾトリアゾール類；２－（２－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）－４
，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシロキシ
フェニル）－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４
－オクトキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－ト
リアジン、２－〔２－ヒドロキシ－４－（３－Ｃ１２～１３混合アルコキシ－２－ヒドロ
キシプロポキシ）フェニル〕－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５
－トリアジン、２－〔２－ヒドロキシ－４－（２－アクリロイルオキシエトキシ）フェニ
ル〕－４，６－ビス（４－メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２，４－
ジヒドロキシ－３－アリルフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１
，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－３－メチル－４－ヘキシ
ロキシフェニル）－１，３，５－トリアジンなどの２－（２－ヒドロキシフェニル）－４
，６－ジアリール－１，３，５－トリアジン類；フェニルサリシレート、レゾルシノール
モノベンゾエート、２，４－ジ第三ブチルフェニル－３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロ
キシベンゾエート、ヘキサデシル－３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート
などのベンゾエート類；２－エチル－２’－エトキシオキザニリド、２－エトキシ－４’
－ドデシルオキザニリドなどの置換オキザニリド類；エチル－α－シアノ－β，β－ジフ
ェニルアクリレート、メチル－２－シアノ－３－メチル－３－（ｐ－メトキシフェニル）
アクリレートなどのシアノアクリレート類；各種の金属塩又は金属キレート、特にニッケ
ル又はクロムの塩又はキレート類などがあげられるが、特に、２－（２－ヒドロキシフェ
ニル）ベンゾトリアゾール類または２－（２－ヒドロキシフェニル）－４，６－ジアリー
ル－１，３，５－トリアジン類が好ましい。
【００２２】
これら紫外線吸収剤の添加量は、熱硬化性合成樹脂１００重量部に対し、好ましくは０．
０１～１０重量部、更に好ましくは０．０５～５重量部であり、０．０１重量部未満では
その安定化効果が充分に得られず、１０重量部を超えて使用しても無駄であるばかりでな
く、むしろ塗膜物性に悪影響を及ぼすおそれがあり好ましくない。
【００２３】
本発明の熱硬化性合成樹脂塗料組成物には、必要に応じて、通常の塗料用の安定剤、例え
ば、他の光安定剤、リン系、フェノール系等の酸化防止剤、可塑剤、流れ調整剤、硬化促
進剤、増粘剤、分散剤、顔料、染料、帯電防止剤等を配合することができる。
【００２４】
また、本発明の熱硬化性合成樹脂塗料組成物の塗料形態は、溶剤タイプ、液状無溶剤型、
水溶性型、水分散型、粉体等が可能で、目的、用途に応じて適宜選択することができる。
【００２５】
本発明の熱硬化性合成樹脂塗料組成物は、一層金属光沢用塗料組成物、又はベースコート
層およびトップコート層からなる二層金属光沢用塗料組成物として用いられる。二層金属
光沢用塗料組成物として用いる場合には、トップコート層に本発明に係る前記ヒンダード
アミン化合物を含有するものが好ましく用いられる。この場合、二層金属光沢用塗料組成
物は、２コート１ベーク仕上げの塗膜として形成される。
【００２６】
　本発明の熱硬化性合成樹脂塗料組成物は、自動車外装用塗料の用途に用いられる。
【００２７】
【実施例】
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次に実施例により本発明の熱硬化性合成樹脂組成物の効果を具体的に示すが、本発明はこ
れらの実施例によって限定されるものではない。尚、以下の例中、特に断りのない限り「
％」は「重量％」を意味する。
【００２８】
実施例１
本実施例においては、金属顔料を含有するベースコートおよび透明なトップコートからな
る二層金属光沢塗料組成物（熱硬化性合成樹脂組成物）について、本発明に係る前記ヒン
ダードアミン化合物（安定剤）の効果を観察した。
【００２９】
ａ）ベースコート塗料
メタクリル酸メチル１００ｇ、アクリル酸ｎ－ブチル６６ｇ、メタクリル酸２－ヒドロキ
シエチル３０ｇ、メタクリル酸４ｇ、キシレン８０ｇおよびｎ－ブタノール２０ｇをとり
、１１０℃に加熱攪拌しながらアゾビスイソブチロニトリル２ｇ、ドデシルメルカプタン
０．５ｇ、キシレン８０ｇおよびｎ－ブタノール２０ｇからなる溶液を３時間で滴下した
。その後、同温度で２時間攪拌し、樹脂固形分５０％のアクリル樹脂溶液を調製した。
【００３０】
上記アクリル樹脂溶液１２重量部、ブトキシ化メチロールメラミン（三井東圧製；ユーバ
ンＳＥ６０；樹脂固形分６０％）２．５重量部、セルロースアセテートブチレート樹脂（
２０％酢酸ブチル溶液）５０重量部、アルミニウム顔料（東洋アルミニウム製；アルペー
スト１１２３Ｎ）５．５重量部、キシレン１０重量部、酢酸ブチル２０重量部および銅フ
タロシアニンブルー０．２重量部をとり、ベースコート塗料とした。
【００３１】
ｂ）トップコート塗料
メタクリル酸メチル１００ｇ、アクリル酸ｎ－ブチル６６ｇ、メタクリル酸－２－ヒドロ
キシエチル３０ｇ、メタクリル酸４ｇ、２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジクミルフェニ
ル）ベンゾトリアゾール１ｇ、試験化合物（下記〔表１〕参照）０．５ｇ、キシレン８０
ｇおよびｎ－ブタノール２０ｇをとり、１１０℃に加熱攪拌しながらアゾビスイソブチロ
ニトリル２ｇ、ドデシルメルカプタン０．５ｇ、キシレン８０ｇおよびｎ－ブタノール２
０ｇからなる溶液を３時間で滴下した。その後、同温度で２時間攪拌し、樹脂固形分５０
％のアクリル樹脂溶液を調製した。
【００３２】
上記アクリル樹脂溶液４８重量部、ブトキシ化メチロールメラミン１０重量部、キシレン
１０重量部およびブチルグリコールアセテート４重量部をとり、トップコート塗料とした
。
【００３３】
プライマー処理した鋼板に上記ベースコート塗料を乾燥膜厚が２０μになるようにスプレ
ーし、１０分間放置後、上記トップコート塗料を乾燥膜厚が３０μになるようにスプレー
した。１５分間放置後、１４０℃で３０分間焼付けし、試験片を作成した。
【００３４】
この試験片をウエザオメーターに入れ、塗膜のワレの発生するまでの時間を測定した。そ
の結果を下記〔表１〕に示す。
【００３５】
【表１】
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【化７】

【００３７】
実施例２
トップコート塗料として、ヤシ油変性アルキド樹脂（大日本インキ製；ベツコゾール１３
２３；樹脂固形分６０％）７０重量部、ブトキシ化メチロールメラミン（ユーバン２０Ｓ
Ｅ６０）３０重量部、２，２’－メチレンビス（４－第三オクチル－６－ベンゾトリアゾ
リルフェノール）および試験化合物（下記〔表２〕参照）０．５重量部の混合物を用いた
以外は、実施例１と同様にして試験片を作成した。
【００３８】
この試験片をウエザオメーターに入れ、塗膜のワレの発生するまでの時間を測定した。そ
の結果を下記〔表２〕に示す。
【００３９】
【表２】
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実施例３
スチレン２０ｇ、メタクリル酸メチル２０ｇ、アクリル酸ブチル２０ｇ、メタクリル酸２
－エチルヘキシル２２ｇ、メタクリル酸２－ヒドロキシエチル１５ｇおよびメタクリル酸
４ｇをアゾビスイソブチロニトリルを用いてキシレン中で共重合し、樹脂固形分５０％の
アクリル樹脂溶液を調製した。
【００４１】
上記アクリル樹脂溶液７５重量部、ブトキシ化メチロールメラミン（ユーバン２０ＳＥ６
０）１５重量部、エポキシ樹脂（旭電化製；アデカレジンＥＰ－１３）１０重量部、２－
（２－ヒドロキシ－３－第三ブチル－５－メチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾ
ール１重量部、試験化合物（下記〔表３〕参照）０．５重量部、アルミニウム顔料（アル
ペースト１１２３Ｎ）３０重量およびキシレン５０重量部をよく混合し、塗料組成物とし
た。
【００４２】
プライマー処理した鋼板に上記塗料組成物を乾燥塗膜が４０μになるようにスプレーし、
１０分間放置後、１４０℃で３０分間焼付けし、試験片を作成した。
【００４３】
この試験片をウエザオメーターに入れ、３０００時間照射後の光沢（６０度グロス）を測
定した。その結果を下記〔表３〕に示す。
【００４４】
【表３】
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【００４５】
実施例４
ポリエステル樹脂（バイエル社製；Ｌ／Ｕｅ６１０８）７５重量部、ブロック化ポリイソ
シアネート（バイエル社製；Ｌ／Ｕｅ６１０９）２５重量部、二酸化チタン３０重量部、
フタロシアニンブルー１重量部、２－（２－ヒドロキシ－４－オクトキシフェニル）－４
，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン１重量部および試験
化合物（下記〔表４〕参照）０．５重量部を、トルエン７０重量部、キシレン８０重量部
および酢酸ブチル１００重量部の混合溶媒によく分散し、塗料組成物とした。
【００４６】
プライマー処理した鋼板に上記塗料組成物を乾燥膜厚が３０μになるようにスプレーし、
１５分間放置後、１８０℃で３０分間焼付けし、試験片を作成した。
【００４７】
この試験片をウエザオメーターに入れ、１０００時間照射後の光沢を測定した。その結果
を下記〔表４〕に示す。
【００４８】
【表４】
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【００４９】
実施例５
スチレン１４ｇ、メタクリル酸メチル１４ｇ、アクリル酸ブチル１４ｇ、メタクリル酸２
－エチルヘキシル１５ｇ、メタクリル酸２－ヒドロキシエチル１０ｇ、メタクリル酸２ｇ
および２－〔２－ヒドロキシ－３－（２－メトクロイルオキシエチル）－５－メチルフェ
ニル〕ベンゾトリアゾール３１ｇをアゾビスイソブチロニトリルを用いてキシレン中で共
重合し、樹脂固形分５０％のアクリル樹脂溶液を調製した。（紫外線吸収剤濃厚物）
【００５０】
メタクリル酸メチル１００ｇ、アクリル酸ｎ－ブチル６６ｇ、メタクリル酸－２－ヒドロ
キシエチル３０ｇ、メタクリル酸４ｇ、上記紫外線吸収剤濃厚物３ｇ、試験化合物（下記
〔表５〕参照）１ｇ、キシレン８０ｇおよびｎ－ブタノール２０ｇをとり、１１０℃に加
熱攪拌しながらアゾビスイソブチロニトリル２ｇ、ドデシルメルカプタン０．５ｇ、キシ
レン８０ｇおよびｎ－ブタノール２０ｇからなる溶液を３時間で滴下した。その後同温度
で２時間攪拌し、樹脂固形分５０％のアクリル樹脂溶液を調製した。
【００５１】
上記アクリル樹脂溶液４８重量部、ブトキシ化メチロールメラミン１０重量部、キシレン
１０重量部およびブチルグリコールアセテート４重量部をとり、トップコート塗料とした
。
【００５２】
プライマー処理した鋼板に実施例１で作成したベースコート塗料を乾燥膜厚が２０μにな
るようにスプレーし、１０分間放置後、上記トップコート塗料を乾燥膜厚が３０μになる
ようにスプレーした。１５分間放置後、１４０℃で３０分間焼付けし、試験片を作成した
。
【００５３】
この試験片をウエザオメーターに入れ、塗膜のワレの発生するまでの時間を測定した。そ
の結果を下記〔表５〕に示す。
【００５４】
【表５】
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【００５５】
以上の結果より、熱硬化性合成樹脂塗料組成物を安定化するのに、ヒンダードアミン化合
物を含有しない場合（比較例１－１、２－１、３－１、４－１、５－１）には、光により
劣化が著しく、前記一般式（Ｉ）以外のヒンダードアミン化合物を併用した場合（比較例
１－２、２－２、３－２、４－２、５－２）には、ある程度の改善効果は見られるものの
その耐光性は十分ではないことが判る。
【００５６】
これに対し、熱硬化性合成樹脂塗料組成物を安定化するのに、本発明に係る前記一般式（
Ｉ）で表されるヒンダードアミン化合物を含有させることにより、その耐光性は著しく改
善できることが判る（各実施例）。
【００５７】
【発明の効果】
本発明の熱硬化製合成樹脂塗料組成物は、特定のヒンダードアミン化合物を含有するもの
で、耐光性が著しく改善されたものである。
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